
サーベイランス結果報告書（更新認定審査用）
更新に関る活動報告（第6章第14条の5）
施設名：　　　　　　　病院
受付番号：　　　　　（更新）　※記入しないでください
資料提出日：　　　　　　　 
	第14条の5　サーベイランス結果報告書

	認定期間中のサーベイランス活動の要約を記載。（400～800字、「年度別サーベイランス結果報告書」添付）
※記載上の留意点
1.認定期間中、JHAIS systemに準じた対象限定サーベイランスを実施したことが分かるように記述し、「年度別サーベイランス報告書」を添付すること。要約は“添付資料のとおり”“添付資料参照”などとせず、必ず内容を記述すること。
2.サーベイランスの種類はNHSN、JANISの他、施設状況に適していれば、耐性菌サーベイランス、手指衛生サーベイランス、症候群サーベイランス等でもよい。同様にどのように実施したかの要約を記述すること。
3.要約には、微生物検査室情報に基づく病棟ラウンドにより実践されたことが分かる情報を記載すること。
4.サーベイランスの指標、分子、分母が何であるか、単位についても明記すること。また、分子の判定基準等も記載すること。
5.SSI、CLABSI、CAUTI、VAPサーベイランス等を実施した場合は、感染率がJHAIS systemに準じた手法（NHSN、JANIS等）で適切にリスク調整、即ちSSIでは手術手技分類・SSIインデックス別SSI率を、CLABSI・CAUTI・VAP等ではデバイス関連感染率を算出したことが分かる情報を「年度別サーベイランス報告書」に提示すること。
6.分母を患者日またはデバイス使用日とする感染率を算出した場合には、対象ユニットの患者状況を示すデータ、即ち「入院件数」や「平均在院日数」、または「病床数」を要約または「サーベイランス報告書」に提示すること。
7.以下の資料を、患者個人情報に留意し、患者名やIDなどを適切にマスキングして添付すること。なお、ワークシートや患者の個別の細菌検査結果報告書複写等は添付しないこと。
1）年度別サーベイランス結果報告書（必須：認定期間全年度分）
　認定期間中の年度別サーベイランス結果報告書を添付すること。当該ユニットにフィードバックした報告書を添付する場合は、年度ごとに分けて添付すること。
2）微生物検査室情報（任意）
　サーベイランスのために使用した微生物検査室情報（個別の細菌検査結果報告書ではなく複数患者一覧）を添付する場合は1ヶ月分、または標準的なもののみとし、認定期間中の全記録を添付しないこと。

	添付資料（「添付資料No.」と「枚数」を記入すること。）
　□年度別サーベイランス結果報告書（必須：認定期間全年度分）（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□微生物検査室情報（添付資料No.　　　　　　計　　　　枚）
　□その他（　　　　　　　　　　　　）（添付資料No.　　　　　　　計　　　　　枚）


